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本レポートの目的と調査前提

はじめに

本レポートは、2026年6月10日に開催した「BIZCON AWARDS 2026」の来場者を対象に実施したアンケートを

もとに、社内ビジネスコンテスト（以下、社内ビジコン）の運営実態を整理したものである。

イベントの開催報告であると同時に、参加企業の制度設計・運営課題を横断的に捉えた実態レポートの初年度版

として位置づける。

本調査の大前提

本イベントの来場者は、一般の参加者ではなく、全員が企業内ビジコンの事務局担当者、または社内ビジコンを

準備・検討中の企業の担当者である。したがって本アンケートの回答はすべて社内ビジコンの当事者によるもの

であり、「制度を運営する側／これから運営しようとする側」の声として読むことができる。

アンケート実施概要・回答者数

会場での任意回答により66名から回答を得た（所属企業数45社）。当日の参加者数は158名であり、回答率は

41.8%にあたる。なお、参加者数とアンケート回答数は別の数字である点に留意されたい。

本レポートについて（データの前提）

• 第1章（開催概要）：回答者全体 n=66（全員が当事者）

• 第2章・第3章（制度の実態・現在地）：開催実績のある制度保有企業 n=40

（現に実施中37社＋過去に開催実績があり現在は休止・準備中の3社）

• 担当者の経験年数（P12、2-4）のみ、社内ビジコン運営に直接関与する回答者を対象に、個人単位で集計

• 同一企業から複数名の回答があった場合は、制度設計・運営体制に関する設問を企業単位で集約して分析した
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158名

参加（当日実績）

企業内ビジコン事務局71社

66名（45社）

回答率 41.8% 40社

開催実績のある制度保有企業

アンケート回答 実態分析の母集団

補足：

第2章以降は「現在の実施ステータス」ではなく「社内ビジコンを運営している（していた）実態」を母集団とす

る方針から、過去に開催実績のある企業を制度保有者として算入している。第3章のクロス集計は n=40 をさらに

区分するため各区分は数社規模となり、統計的有意性ではなく傾向の把握として参照されたい。

回答者は全員が社内ビジコンの当事者だが、会場での任意回答であるため、当事者の中でも関心の高い層に

寄っている可能性がある。また、母集団は章によって切り替わる。
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BIZCON AWARDS 2026 開催概要

BIZCON AWARDS 2026には企業内ビジネスコンテストの事務局担当者が集い、各社の制度設計や運営ノウハウ

を共有するイベントとして開催した。当日は71社・158名が参加し、応募者支援や事業化支援、経営層の巻き込

みなど、企業や業界の垣根を越えて活発な情報交換が行われた。企業内新規事業を支えるビジコン事務局同士が

学び合い、実践知を共有する場となった。

最終ノミネート企業（6社）

項目 内容

開催日 2026年6月10日（水）

会場 港区立産業振興センター ホール大

（東京都港区芝5-36-4 札の辻スクエア）

主催 株式会社フィラメント

パートナー ASCII STARTUP、CNET Japan、

新規事業Talks、Biz/Zine、FINDERS

参加企業数 71社

参加人数 158名

URL https://bizcon-awards.com/2026

企業 プログラム名

カシオ計算機株式会社 IBP（Idea Booster Program）

株式会社JTB JUMP

大東建託株式会社 HIRAKU

千代田化工建設株式会社 F1 PROJECT

本田技研工業株式会社 IGNITION

ロート製薬株式会社 明日ニハ

1

本年度は24社がエントリーし、書類選考を通過した6社が最終審査会に登壇した。

審査員による最終審査の結果、最優秀賞には株式会社JTBの「JUMP」が選出された。

本レポートは、当日に実施したアンケート（回答66名／所属45社／回答率41.8%）をもとに、参加企業の

社内ビジコンの実態を整理したものである。受賞結果ではなく、集まった事務局から見えた実態を主題とする。

最優秀賞

株式会社 JTB JUMP

https://bizcon-awards.com/2026
https://bizcon-awards.com/2026
https://bizcon-awards.com/2026
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社内ビジコンの実施状況は、現に実施している企業が55件。「現在は実施していない」7件には、隔年運用や今

年度がまだ始まっていない（制度は保有している）事務局が含まれる。「検討中」4件は実施を検討中の担当者

である。いずれも社内ビジコンの当事者という点で共通する。

48

10

3

2

1

2

0 10 20 30 40 50 60

社内新規事業の推進

社内新規事業の開発（新規事業・事業部門）

人材育成・研修企画

オープンイノベーション・共創推進

経営企画・事業企画

その他

1 - 2 社内ビジコン事務局を担う担当者の業務
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BIZCON AWARDS 2026 開催概要

本イベントの参加者は、全員が企業内ビジコンの事務局担当者、または導入を準備・検討中の担当者である。

一方で、社内ビジコンを担う部署は企業によって大きく異なる。新規事業推進部門が中心となる企業もあれば、

経営企画部門、人材育成部門、事業部門が事務局を担うケースもあり、複数部署による横断チームで運営されて

いる企業も少なくない。

回答者の担当業務を見ると、「社内新規事業の推進」が48名（73%）で最多だった。その他にも、新規事業開発、

人材育成・研修企画、オープンイノベーション推進、経営企画など、多様な立場の担当者が参加している。社内

ビジコンは特定の部署だけが担うものではなく、企業ごとの目的や組織体制に応じてさまざまな部署が関与して

いることがうかがえる。

事務局担当者の担当業務（n=66）

社内ビジコンの実施状況

社内ビジコンの実施状況 回答数 割合

実施している 55 83%

現在は実施していない（隔年・今年度未開始等を含む） 7 11%

検討中 4 6%
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BIZCON AWARDS 2026 開催概要

本イベントへの参加目的は「他社事例の情報収集」が49名で最多、次いで「社内ビジコン運営の参考」41名、

「自社制度改善の参考」35名。来場動機の中心は、自社の運営をより良くするための他社情報の収集にある。

49

41

35

17

15

10

8

0 10 20 30 40 50 60

他社事例の情報収集

社内ビジコン運営の参考

自社制度改善の参考

他社とのネットワーク形成

新規事業推進に関する情報収集

登壇・出演

登壇企業（自社）の応援

参加目的・複数選択（n=66）

1 - 4 イベント評価

推奨度（同様の運営に携わる方へどの程度おすすめしたいか／0–10）は平均9.03、

推奨者（9–10）42名・中立（7–8）21名・批判者（0–6）3名で、NPS換算で+59.1。

運営の当事者という狭い対象に向けたイベントとして高い評価となった。
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5

16

4

38

0
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推奨度分布（0–10, n=66）
9.03

推奨度平均スコア

(0-10点)

：約 64%

：約 32%

：約 5%

：＋59.1

推奨者

中立

批判者

NPS
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BIZCON AWARDS 2026 開催概要

来年の参加意向（複数回答）

*トークセッション①「はじめての社内ビジコン運営で見えた成功と苦労のリアル」

トークセッション②「10年続けたからこそ見えてきた社内ビジコンの変化と進化」

49

46

25

0 10 20 30 40 50 60

トークセッション②

BIZCON AWARDS最終審査会＆クロストーク

トークセッション①

当日特に反響の大きかったプログラム（複数回答、n=66）

35

24

13

6

7

0 5 10 15 20 25 30 35 40

来年も観覧参加したい

自社でもエントリーを検討したい

内容によって検討したい

トークセッションでの登壇に興味がある

現時点では未定

来年の参加意向では「観覧参加したい」35名に加え、「自社でもエントリーを検討したい」が24名（回答者の約

36％）にのぼった。回答者のおよそ3人に1人が、次回は自社の取り組みをエントリーする側へ回りたいと考えて

おり、他社事例を学ぶ立場から、自社の取り組みを発信する立場へ踏み出す意向が見られた。
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BIZCON AWARDS 2026 開催概要

1 - 5 参加者の声

自由回答には、当日の熱量や、事務局同士がつながることへの期待が数多く寄せられた。（一部抜粋）

普段聞くことのできない事務局の方々の貴重な体験談を

沢山知ることができて、とても有意義な時間でした。

セッションも豪華な登壇企業陣で、運営は想定以上に大変

だったと思います。素敵な企画をありがとうございました！

初めての参加でしたが、業界を跨いでの活動で、

大変刺激になりました。

社内の巻き込み（人事評価や工数付与、経営層の理解等）

について各社の取り組みを聞きたいです。
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2 - 1  実施回数（制度の成熟度）

実施回数は1回目から11回目まで分布する。

本レポートでは以下の3区分を「成熟度」として第3章のクロス分析に用いる。
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参加企業における社内ビジコンの制度設計と運営体制2

母集団：開催実績のある制度保有企業（n=40）

内訳：現に実施中37社＋過去に開催実績があり現在は休止・準備中の3社。

本章は実施ステータスではなく、社内ビジコンを運営している（していた）実態を母集団とする。

成熟度区分 定義 社数

黎明期 1〜2回目 10

定着期 3〜4回目 12

成熟期 5回目以上 18

10

12

18
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20

黎明期（1〜2回） 定着期（3〜4回） 成熟期（5回以上）

※サンプル数の制約上、5回以上を「成熟期」として集約している

成熟度別 社数分布（n=40）

9
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2 - 2 社内ビジコンの目的

重視する目的は「新規事業創出」が圧倒的で、40社中29社が1位に挙げた。

人材育成・組織風土醸成はそれを支える位置づけにある。一般的に「3つの目的が混在する」と語られがちだが、

当事者の現場では新規事業創出が明確な主目的として置かれている。

106

63

58

6

5

0 20 40 60 80 100 120

新規事業創出

人材育成

風土醸成

社外連携・共創促進

次世代リーダー育成

重視する目的 ※加重スコア（n=40、1位3点・2位2点・3位1点）

17

13

7

2

1

グループ会社を含む

自社単体

ホールディングス全体

特定事業部のみ

その他

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

制度の対象範囲

2 - 3 制度設計

対象範囲はグループ会社を含む形が17社と最多で、自社単体13社・ホールディングス全体7社が続く。

半数近くがグループ横断で制度を運用している。

10
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9

8

6

4

1

既存事業の延長

飛び地型

特に制限していない

新サービス開発

自社技術の用途開発

その他

0 2 4 6 8 10 12 14

求める提案テーマ
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テーマ設定で重視する観点（加重スコア）

49

40

38

36

28

26

0 10 20 30 40 50 60

自社アセット（強み）

長期ビジョン

既存顧客の課題

中期経営計画

社会課題

自由な提案

なお、求める提案テーマは制度の成熟段階でも揺れ動く。黎明期は飛び地型への志向が相対的に強く、

定着期は既存事業の延長や自社技術の用途開発といった現実的な路線に寄り、成熟期で再び飛び地型と

「制限しない」が増える。立ち上げの理想 → 定着の現実 → 成熟期の再挑戦、という振れ幅が見てとれる。

テーマ設定の考え方（加重スコア／1位3点・2位2点・3位1点）では、「自社アセット（強み）」「長期ビジョン」

「既存顧客の課題」「中期経営計画」が上位群を形成した。個別の順位よりも、自社の強み、顧客課題、

経営方針を組み合わせてテーマを設計する企業が多い点が特徴である。

求める提案テーマは「既存事業の延長線上」が12社で最多だが、「飛び地型」9社・

「特に制限していない」8社も近接し、足元の延長と非連続の挑戦の双方に企業が分かれている。

11
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2 - 4 運営体制

事務局人数は「2〜3名」が19社と最多で、少人数体制が基本。

担当者の経験年数（個人ベース）は5年未満が約9割を占め、経験の浅い担当者が運営の中心を担っている。

少人数・経験浅めの体制が、第3章で見る課題構造の背景にある。

1
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担当者経験年数

12

※担当者経験年数（直接関与者ベース、n=64）

※「社内ビジコンの運営には直接関わっていない」との回答は対象外

28.1%

31.3%

32.8%

7.8%

1年未満 1〜2年 3〜4年 5〜9年 10年以上

経験年数 人数 割合

1年未満 18名 28.1%

1〜2年 20名 31.3%

3〜4年 21名 32.8%

5〜9年 5名 7.8%

10年以上 0名 0.0%
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3 - 1 課題は成熟とともに「入口」から「出口」へ移る

| BIZCON AWARDS 2026 開催報告

参加企業から見えてきたビジコンの現在地

本章で最も明瞭に表れる変化が、課題の所在である。黎明期（1〜2回）は応募者の熱量維持・エントリー数の確

保・アイデアの質という「人を集め、続ける（入口）」の課題が中心。定着期でエントリー確保と事業化が並び、

成熟期（5回以上）では事業化・事業規模の拡大・事業部との連携という「事業として育て、広げる（出口）」

の課題へ重心が移る。

3
母集団：開催実績のある制度保有企業（n=40）

分析：Q12×Q20、Q14×Q20

入口（集める・続ける） 出口（育てる・広げる）

黎明期

エントリー数の確保

応募者の熱量維持

アイデアの質

1〜2回

エントリー数の確保

事業化

3〜4回

定着期

事業化

事業規模の拡大

事業部との連携

5回以上

成熟期

制度の成熟度×課題（各段階内の選択率）
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)

13

※課題項目のうち、変化を示す主要4項目を掲載
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同じ変化は事務局体制の規模にも現れる。少人数の体制ほど入口（応募を集める）に、大きい体制ほど

出口（事業化・連携）に課題が寄る。実際、運営体制は成熟とともに明確に厚くなり、黎明期・定着期は2〜3名が

中心だが、成熟期では4〜5名・6〜10名の比率が上がる。制度の成熟と体制の拡大は連動しており、課題の移行を

二重に裏づけている。

| BIZCON AWARDS 2026 開催報告参加企業から見えてきたビジコンの現在地

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

黎明期(1-2回)

定着期(3-4回)

成熟期(5回+)

1名 2〜3名 4〜5名 6〜10名

制度の成熟度×事務局人数（構成比, n=39）

3 - 2  目的が違えば、詰まる場所も違う
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新規事業創出型（n=29） 人材育成型（n=8）

同じ「課題」でも、制度が何を目指すかによって所在が変わる。新規事業創出を主目的に置く企業（29社）は事業

化が最大の悩みとなる（29社中18社＝62%）。一方、人材育成を主目的に置く企業（8社）はエントリー数の確保

（75%）とアイデアの質（62%）が前面に出て、事業化は38%まで下がる。

目的（1位）× 課題
※各群内の選択率（%）

※回答数の多い主要2区分を掲載
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※事務局人数「その他」1社を除く
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3 - 3 社員属性によって課題の重心は変わる

多い職種で企業を区分すると、課題の重心に違いが見える（企画職中心は少数のため参考値）。

| BIZCON AWARDS 2026 開催報告参加企業から見えてきたビジコンの現在地

社員属性（多い職種） n 課題の重心（上位）

営業・販売 中心 19 事業化・アイデアの質

エンジニア・技術職 中心 15 エントリー数の確保・事業化

製造・生産 中心 9 アイデアの質向上

企画・マーケ 中心（参考値） 3 事業化

営業中心の企業（19社）は事業化（12社＝63%）に、技術中心の企業（15社）はエントリー数の確保（10社＝

67%）に課題が寄る。製造現場中心の企業（9社）では、アイデアの質向上が主要な課題として挙がる。母体の

職種特性によって、つまずく場所が変わる。

背景としては（あくまで仮説だが）、技術中心の企業では新規事業提案の担い手が一部の技術者に偏りやすく応

募の確保が難しくなり、製造現場中心の企業では日々の改善志向が強いぶん、事業として飛躍するアイデアの質

に課題が出やすい、といった構造が考えられる。

これは、業種だけでなく、社員属性や企業構造に着目することで、課題をより的確に捉えられる可能性を示唆し

ている。実際、受託SI企業とエンジニアリング企業は、ITとエンジニアリングという異なる業種でありながら、

技術者中心・顧客接点が限定的・プロジェクト型収益という共通構造を持つ。一方、同じIT業界でも営業主体の

SaaS企業と受託SI企業では課題が異なる。社内ビジコンの課題は、業種よりも社員属性や事業構造によって規

定される可能性がある。

3 - 4 制度の対象範囲を広げると、新たな課題が生まれる

対象範囲の違いも課題構造を変える。自社単体で運用する企業（13社）は事業化（8社＝62%）とエントリー数

の確保（7社＝54%）に課題が集中する。

これに対しグループ会社を含む企業（17社）では「事業部との連携」が8社＝47%まで浮上する（自社単体では

3社＝23%にとどまる）。制度を広げるほど、社内の横の連携そのものが固有の課題として立ち上がる。

対象範囲× 課題
※各群内の選択率（%）

※回答数の多い主要2区分を掲載

15
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4 - 1 BIZCON AWARDS 2026 開催を通じて見えたこと

| BIZCON AWARDS 2026 開催報告

BIZCON AWARDS 2026から見えたこと

BIZCON AWARDS 2026には71社・158名が参加し、企業内ビジコン事務局が一堂に会する大規模なイベントと

なった。本イベントには、社内ビジコンを運営する事務局・推進担当、あるいは導入を準備・検討中の担当者が

集まった。その多くは少人数・経験浅めの体制で制度を回しており、来場動機は「他社のやり方を知り、自社の

運営を良くしたい」という実務的なものだった。

イベント評価が高かった背景には、この“同じ立場の当事者同士”という構図がある。

特に印象的だったのは、「自社でもエントリーを検討したい」が24名（回答者の約36%）にのぼった点である。

単なる観覧や情報収集にとどまらず、自社の取り組みをエントリーする側へ回りたいという意欲につながってお

り、当事者同士が刺激を受け合う場として機能していたことがうかがえる。BIZCON AWARDSは、優れた制度を

表彰する場であると同時に、新たな挑戦を後押しする場にもなりつつある。

4

4 - 2 社内ビジコンは「標準化」から「自社最適化」の時代へ

本調査で見えてきたのは、社内ビジコンの制度設計が大きく多様化しているという事実である。社内ビジコン応

募者の対象範囲は自社単体からグループ全体まで広がり、主目的は新規事業創出で一貫する一方、人材育成や組

織風土醸成など副次的に期待する効果の置き方は分かれる。求める提案も既存事業の延長から飛び地まで幅があ

り、もはや「これが正解」という社内ビジコンは存在しない。各社が自社に最適な制度を模索する時代に入って

いる。かつては、新規事業創出を得意とする先行企業や海外スタートアップの手法を取り入れること自体が、ひ

とつのベストプラクティスと考えられていた。いまは、その型を借りるのではなく、自社の課題や事業構造から

制度を設計する段階に移っている。

社内ビジコンは、「成功企業の制度を真似る時代」から、

「自社の課題や事業構造に合わせて設計する時代」へ移行している。

その上で、成熟度・目的・社員属性によって、課題の現れ方には一定の傾向が見られた。なかでも最も示唆的

だったのは、その課題が「入口」から「出口」へ移行する、という一点である。以下の3つの示唆は、この現在地

を要約するものである。

16
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示唆 1

「ベストプラクティスを真似る時代」から「自社最適を探る時代」へ

変わったのは「何を目指すか」ではなく、「どう設計するか」である。かつては、新規事業創出を得意とす

る先行企業や海外スタートアップの手法を取り入れることがベストプラクティスとされた。しかし対象範

囲・目的・提案・体制が各社で大きく異なる現在、単一の正解はなく、各社が自社の課題に合わせて設計す

る段階に入っている。一方で目指す先までが多様化したわけではなく、主目的は成熟度が高まっても社員属

性が異なっても一貫して新規事業創出にあった（40社中29社が1位）。

課題は「入口」から「出口」へ移行する

示唆 2

制度の成熟とともに、課題は応募を集めること（入口）から事業を生み出すこと（出口）へとせり上がる。

黎明期は応募・熱量・質に、成熟期は事業化・事業規模の拡大・既存事業部門との連携に直面する。事務局

体制の拡大も同じ方向を示す。さらにその現れ方は、目的・社員属性・対象範囲によって枝分かれする（新

規事業創出型は事業化、人材育成型は応募と質、グループ横断型は既存事業部門との連携）。

示唆 3

参考にすべき企業は、同業他社とは限らない

これまで他社事例を探す際、多くの企業は同業他社を参考にしてきた。しかし今回の結果からは、業種だけ

でなく社員属性や事業構造に着目することで、課題をより的確に捉えられる可能性が見えてきた（第3章の

とおり、別業種でも技術者中心・受託型といった構造が近い企業どうしは課題も似通う）。自社が参考にす

べきは、同業他社よりも、似た構造を持つ企業かもしれない。これは、将来の学び合いの場を「業種別」で

はなく「構造別」（技術者中心／営業主体／グループ横断運営）に設計する余地があることも示唆している。

だからこそ支援は、各社が制度のどの段階にいて、いまどこで詰まっているかを見極めることから始まる。

17
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4 - 3 今後の展望

今回分析した制度保有企業40社を見ると、制度設計・目的・対象範囲・課題は大きく異なっていた。

一方で、その違いの背景には「制度の成熟度」「社員属性」「事業構造」といった共通の構造も見えてきた。

だからこそ、各社が単独で最適解を探すより、互いの実践を持ち寄って学び合う場の価値が高い。

事務局同士の継続的な情報交換への期待は高い。研究会など継続的な学びの場があれば「ぜひ参加したい」44名・

「内容によって参加したい」15名で、回答者66名中59名（約9割）が前向きだった。

また、他社事務局との接点についても、ぜひ相談したい11名・情報交換したい24名・今後必要になれば25名と、

約60名が何らかのつながりを望んでいる。イベントの成功にとどまらず、継続的なコミュニティへのニーズが明確

に表れている。

また本調査は、同じ設問を継続することで来年以降の定点比較が可能になる。今回を初年度版とし、社内ビジコン

の実態を継続的に追う「BIZCON AWARDS 実態レポート」として積み上げていきたい。

参加者からは、

BIZCON AWARDS 2026から見えたこと | BIZCON AWARDS 2026 開催報告

という声も寄せられた。

BIZCON AWARDSは今後も、企業内ビジコンの実態を可視化し、

業種を超えて同じ課題を持つ事務局同士が学び合い、つながる場づくりを続けていきたい。

異なる会社のビジコン事務局がアメーバのようにつながる未来にワクワクする

https://bizcon-awards.com/
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本レポートの引用・転載について

本レポートに掲載している文章および図表は、出典を明記のうえ、報道、研究、社内資料、講演、SNS等で引用・転載いただけ

ます。社内ビジコンに関する議論や情報発信に、ぜひご活用ください。

• 引用・転載の際は、出典として「株式会社フィラメント BIZCON AWARDS 2026 開催報告（2026年）」および本レポートの

公式掲載ページ（https://thefilament.jp/publications/report2026.pdf）を記載してください。

• 図表を転載する場合は、表示上の拡大・縮小を除き、内容や数値を改変せず、その趣旨を損なわない形でご利用ください。

• PDFファイル自体の再配布・再掲載はご遠慮いただき、公式掲載ページへのリンクを掲載してください。

なお、本レポートに掲載している写真、企業・団体のロゴ、登壇者・参加者のコメントなど、第三者の権利を含む素材は、本案

内による転載許諾の対象外です。これらの利用を希望される場合や、レポートに対するご質問等は、ビジコンAWARDS事務局

（株式会社フィラメント／info@bizcon-awards.com）までお問い合わせください。
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